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杲
宝

の
円
珍
批
判

に
つ
い
て

千

葉

正

本
稿

で
は
、
東
寺
観
智
院
を
開

い
た
古
義
派
真
言
宗
の
呆
宝

(
一
三

〇
六
―

一
三
六
二
)
を
め
ぐ

っ
て
、
そ
の
杲
宝
教
学
解
明

の

一
端

と
し

て
、
杲
宝
の
台
密
観
、
今
回
は
特
に
円
珍

(八

一
四
―
八
九

一
)
の
説
に

対
す
る
批
判
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
、
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず

、
古
義
派
真
言
宗
の
杲
宝
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
台
密

に
対
し

て
は
、
批
判
的
な
態
度
を
当
然
と

っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
で
台

密
側
で
は
、

一
体
誰
の
説
が

一
番
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
の
か
と
言
え

ば
、
五
大
院
安
然
、
次
に
智
証
大
師
円
珍
の
順
な
の
で
あ
る
。
従

っ
て

本
稿
で
は
、
台
密
に
と

っ
て
は
原
点
と
い
え
る
説
を
立
て
て
い
る
と
思

わ
れ
る
円
珍
の
説
の
引
用
に
対
す
る
、
杲
宝
の
見
解
を
検
討
す
る
こ
と

に
し
た

い
。
続
い
て
、
問
題
の
所
在
で
あ
る
。
古
義
派
真
言
宗

(東
密
)

側
の
杲

宝
か
ら
す
れ
ば
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
台
密
の
円
珍
の
説

は
批
判

の
対
象
と
な
る
と
思
わ
れ
る
が
で
は
、
具
体
的

に
円
珍
の
ど
の

よ
う
な
説
を
批
判
し
て
い
る
の
か
が
疑
問
と
い
え
、
そ
れ
が
問
題
の
所

在
と
な
る
。

次
に
、
具
体
的
な
検
討
に
入
る
前
に
、
本
稿

で
取
り
上
げ
た
い
と
思

う
円
珍
の
教
学

の
特
徴
を
、
次
の

一
点
に
ま
と
め
て
か
ら
、
本
稿
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
日
本
天
台
で
は
、

円

・
密

・
禅

・
戒
の

「四

宗
合
」

の
立
場
か
ら
の
円
密

一
致
の
思
想
が

一
番
の
特
徴
と
言
え
よ

う
。
こ
の
思
想
は
、
空
海
の
十
住
心
の
教
判

に
対
し
て
、
天
台
円
教
と

密
教
と
の
融
合
同

一
化
を
図
ろ
う
と
し
て
考

え
出
さ
れ
た
も
の
な
の
で

あ
る
。
従

っ
て
、
紙
幅
の
制
限
上
、
こ
の

「
円
密

一
致
思
想
」
を
円
珍

教
学
の
特
徴
と
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
真
偽
問

題
が
色
々
と
存
す
る
円
珍
の
著
述
の
中

か
ら
、
『大
悲
蔵
瑜
伽
記
』
と

い
う
書
を
取
り
上
げ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
特
に

「円
密

一
致
思
想
」

の
中
で
も
、
「釈
迦

・
大
日
の

一
体
化
」
と

い

う
説
が

一
番
代
表
的
な

考
え
で
あ
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
典
拠
と

し
て
は
、
『
大
悲

蔵
瑜
伽
記
』
上
巻
に
お
い
て
、
次
の
様

に
説

か
れ
て
い
る
。

款

問
和
上

日
。
大
日
与

釈
迦

為

一
為

二
否
。
和
上
答
日
。
本
来

一
仏

無

有

二
体

但
約

機
見

似

有

其
別

儀
軌
上
鉢
。
索
。
心
。
臍
。
蔵

等
印
皆
是
大
日
尊

一
身
上
事
更
無

異
也
。
(『智
証
大
師
全
集
』
下
巻
、
九
五

五
下
)
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こ
こ
で
は
、
大
日
と
釈
迦
と
は
本
来
は

一
仏
で
、
二
つ
の
別
の
体
の
も

の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
見
に
よ
っ
て
そ
の
別
が
あ
る
よ
う
に
見

え
る
だ
け
な
の
で
あ
る
と
説
き
、
さ
ら
に
、
儀
軌
の
中
の
諸
々
の
印
な

ど
は
、

大
日
如
来
の

一
身
上
の
こ
と
と
し
て
説
か
れ
て
い
て
、
そ
の
上

に
釈
尊

の
身
上
と
異
な
る
こ
と
は
無
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
論

中
の
釈
迦
は
、
『
法
華
経
』
「如
来
寿
量
品
」

の

「寿
量
仏
」
と
さ
れ
て

い
る
。

正
し
く
こ
の
説
は
、
「大
日

・
釈
迦
の

一
体
化
」
を
説

く
も

の

と
言
え

よ
う
。
さ
て
僅
か

一
例
だ
け
で
は
あ
る
が
、
以
上
が
円
珍
に
お

け
る

「
円
密

一
致
説
」
の
典
拠
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
杲
宝
の
円
珍
の
説

へ
の
見
解
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
検
討
に

移
り
た

い
と
思
う
。
本
稿
で
は
、
数
多
く
あ
る
杲
宝

の
著

述

の
中

か

ら
、
『
杲
宝
私
抄
』
全
二
十
四
巻

(『真
言
宗
全
書
』
二
〇
所
収
)
を
取
り

上
げ
て
検
討
す
る
こ
に
す
る
。
こ
の

『
杲
宝
私
抄
』
は
、
古
義
派
真
言

宗
の
宗
義
決
択
書

の
代
表
的
な
書
な
の
で
あ
る
。
さ
て
本
稿
で
は
、
次

の
様
な
二
つ
の
主
題
に
分
け
て
み
た
い
と
思
う
。
ま
ず
第

一
は

「顕
密

二
教
判

的
見
解
」
、
第
二
は

「
即
身

(心
)
成
仏
の
問
題
」
と
い
う
二
つ

で
あ
る
。

ま
ず
、
第

一
の

「顕
密
二
教
判
的
見
解
」

に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の

主
題
は
、
杲
宝
に
円
珍
の
説
を
密
教
の
奥
旨
を
知
ら
な
い
顕
教
に
位
置

付
け
た
よ
う
と
し
て
い
る
傾
向
を
示
す
箇
所
が
見
ら
れ
る
の
で
、
設
け

た
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
『杲
宝
私
抄
』
巻
第
二
の

「釈
迦

大
日
二
仏
同
異
事
」
と
い
う
章
を
取
り
上
げ
て
み

た

い
。
こ
の
章

に

杲
宝
の
円
珍
批
判
に
つ
い
て

(千

葉
)

は
、
前
に
述
べ
た
円
珍
教
学

を
代

表
す

る

「
釈
迦

・
大
日
の

一
体
化

説
」
に
つ
い
て
、

一
つ
の
問
答
が
設
け
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の

問
い
の
部
分
で
は
、
自
門

(東
密
)
と
他
門

(台
密
)
と

に
分

け

た
上

で
、
他
門
の
代
表
者
と
し
て
円
珍
の
説
を
破
す
為
の
問
い
と
な

っ
て
い

る
。
つ
ま
り
こ
の
円
珍
の
説
と
は
、
前
の

『
大
悲
蔵
瑜
伽
記
』
に
基
づ

く

「大
日

・
釈
迦
二
仏

一
体
説
」
の
こ
と
な

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ

の
問
い
に
対
す
る
杲
宝
の
見
解
は
、

答
。
自
他
門
各
雖

存

両
義

自
門
意
於

法
性

有

体
相
用
三
徳

有

三

徳

故
仏
身
分
斉
又
不

可

混

之
是
。
両
部
曼
茶
羅
釈
逝
大
日
三
尊
。
井
在

位
大
別
也
。
傍
二
仏
体
別
。
(
1
)

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
明
確
に
自
門
に
お
い
て
は
仏
身
の

区
別
が

つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

は
、
「在
位
大
別
也
」
と
述
べ
た
り
、
又
、
「仍
二
仏
体
別
」
と
述
べ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
言
え
る
。

次
に
、
こ
の

「顕
密
二
教
判
的
見
解
」
と
い
う
主
題
に
つ
い
て
の
検

討
の
ま
と
め
と
な
る
杲
宝
の
見
解

に
触

れ

て
み
た

い
。
こ
こ
で
は
、

『杲
宝
私
抄
』
巻
第
六
よ
り
、
「疏
与

義
釈

勝
劣
事
」
と
い
う
章
を
見

て
み
る
。
こ
の
章
の
主
題
は
、
台
密
で
重
視
す
る

『大
日
経
義
釈
』
全

十
四
巻
と
、
東
密
で
重
視
す
る

『大
日
経
疏
』
全
二
十
巻
と
の
勝
劣

の

問
題
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
章
で
は
、
円
珍
の

『
大
日
経
疏

抄
』
と
い
う
書
の
内
容
に
触
れ
て
、
杲
宝
は
、
「又
文
筆
異

常
体
。
誠

不

受

師
伝

者
。
縦
雖

披

文
難

得

其
意

爰
智
証
大
師
未

出
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杲
宝

の
円
珍
批
判

に
つ
い
て

(千

葉
)

顕
網
」

と
述
べ
て
、
円
珍
の
説
は

「顕
網
」
(
2
)

を
脱
し
て
い
な

い
、

つ

ま
り
台
密
は
密
教
で
は
な
く
、
顕
教
な
の
で
あ
る
と
判
じ
て
い
る
。
こ

れ
は
厳
し
い
批
判
的
見
解
だ
と
言
え
る
。

さ
て
次
に
は
、
「即
身

(心
)
成
仏
の
問
題
」
に
つ
い
て
の
検
討
に
移

り
た
い
と
思
う
。
こ
こ
で
は
、
東
密
が

「即
身
成
仏
」
を
立
て
、
台
密

が

「
即
心
成
仏
」
を
立
て
る
こ
と
を
論
じ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
『
杲
宝
私
抄
』
巻
第

一
に
は
、
「
即
身
成
仏
心
勝
劣
事
」
と
い
う
章

立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
章
を
見
て
み
た
い
と
思
う
。
こ
の
章
で

は
、
問
い
の
冒
頭
が
円
珍
の

『雑
問
雑
記
』
か

ら
の
引
用
で
始
ま
る
。

こ
こ
で
の
円
珍
の
説
は
、
東
密
の

「即
身
成
仏
」
と
台
密
の

「即
心
成

仏
」
と
に
は
、
勝
劣
が
無
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
問
い
に

対
し
て
杲
宝
は
、
「
心
」
と

「
身
」
と
い
う
こ
と
に
言
及
し
て
、

論

仏
果
体
性

顕
密

教
是
別
也
。
顕
教
意
。
仏
性
体
其
極
在

心
法

凡

有

心
者
悉
有

仏
性

者
此
意
也
。
密
教
意
。
仏
性
体
所
帰
在

色
法
(
3
)

と
述
べ
、
顕
教
の

「心
」
と
密
教
の

「色

(身
)」
と
の
区
別
を

つ
け
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
結
論
と
し
て
は
、
「大
師
親
云
。
翫
一

心
利

刀

顕
教
文
悲
哉
古
賢
猶
不

出

顕
網
」
(
4
)
と
述
べ
て
、
再
び
円
珍
の
説

は
顕
教
で
あ
る
と
感
情
的
に
難
ず
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、

密
教
が

「
即
事
而
真
」
を
宗
と
す

る

こ
と

で

「
色
法
」
を
重
視
し
、

「
心
」

の
方
が
劣

っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
簡
略
な
検
討
で
あ

っ
た
が
、
「顕
密
二
教
判
的
見
解
」
と

「即

身

(心
)
成
仏
の
問
題
」
と
い
う
二
つ
の
主
題
の
下
で

の
杲
宝
の
円
珍

の
説

へ
の
見

解

を

ま
と

め

る
な

ら

ば

、

や

や
感

情

的

な
批

判

で
あ

っ
た

.
と

い
う

こ

と
と

、

台

密

は
顕

教

で
あ

る
と

判

じ

て

い

た

と

い
う

二

つ
の

点

に
ま

と

め
る

こ
と

が

で

き

る

で
あ

ろ

う

。

1

『
真
言
宗
全
書
』
二
〇
、
二
三
下

2

『
同
右
』
、
九
八
下

3

『
同
右
』
、
十
八
上

4

『
同
右
』
、
十
八
上

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

円
珍
、
大

日

・
釈
迦
二
仏

一
体
、
顕
網
、

即
身

(心
)
成

仏

(
駒
沢
大
学

大
学

院
研
究

生
)

薪
刊
紹
介

宮
澤
勘
次
著

四
明
知
礼

観
経
疏
妙
宗
鈔

の
研
究

A
5
版

・
六
九
六
頁

・
定
価
七
、
○
○
○
円

平
成
七
年
七
月

114


